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平成 年 

月日金、東

京都港区赤坂

の三会堂ビル

の石垣記念ホ

ールにおいて、

平成 年度農

事功積者表彰

式が開催され、

会津若松市北

会津町宮袋の

岩渕孝氏が緑白綬有功章を受章されました。 

農事功積者表彰は、公益社団法人大日本農会

明治年設立）が明治年から実施しており今年度

で回を数える歴史ある表彰で、先駆的技術の導

入･普及･産地形成･発展及び後継者育成などを通

じて地域農業の発展に大きく貢献された農業者を表

彰しています。

岩渕氏は、会津平坦の水田地帯でトルコギキョウ

生産体系を確立するとともに、イチゴとレタスを導入

し、周年で収入を得られる安定した園芸複合経営を

実現しました。また、会津地域のトルコギキョウ栽培

の先駆者として新技術を導入し、「会津のトルコギキ

ョウ」の地域ブランドの普及、販売体制の改善を通し

た産地形成と後継者育成など地域農業の発展に大

きな貢献をされました。誠におめでとうございます。

今年で回目となるセミナーを平成年月日

金に、福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援セ

ンターで開催しました。

今回は「高温多照条件下におけるトルコギキョウ

の高品質生産技術について」をテーマとして、広島

県立総合技術研究所農業技術センター福島啓吾氏

に、会津地方と西南暖地との比較をした上で、会津

地方における栽培のポイントについての講演をいた

だきました。「当たり前のことを当たり前にやれば、

会津の夏は必ず克服できる」と改めてトルコギキョウ

の栽培の基本を振り返る契機とすることができまし

た。

株式会社世田谷花き小南善衛氏からは「トルコギ

キョウの流通状況とこれからの展開について」をテー

マとして、台湾等の海外情勢や日本国内における品

質による産地間競争のお話しをいただきました。

今後の花き産業情勢を踏まえて会津のトルコギキ

ョウ産地を生産者一体となり築きあげていきたいと

感じるセミナーとなりました。

会津地方のアスパラガス産地の「絆」を強固にする

ことを目的に、平成年月日(金)、湯川村で回

目となる振興大会を開催し、約名が参加しました。 

明治大学農学部准教授 元木悟氏からは、「アスパ

ラガスの高品質多収技術のポイント」をテーマに、土

づくり、かん水、立茎管理について講演いただきまし

た。質疑応答が時間をオーバーするなど大変盛り上

がり、参加者からは「土作り、かん水の大切さや茎枯

病対策に残茎抜き取りが効果的なことが勉強になっ

た」などの声が多数聞かれ好評でした。 

東一川崎中央青果

株式会社 今井彰久

氏は、「アスパラガス

の販売情勢と今後の

課題」をテーマに、

風評被害はゼロでは

ないが放射性物質検

査が評価されていることや近年問題になっている夏場

のトロケ防止に向けて関係者が団結して取り組む必

要性をお話しされました。 
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（貸付限度額は個人利用の額、貸付利率は平成26年1月23日現在のものです。） 

新たなふくしまの未来を拓く園芸振興会津地方推進会議を開催 
平成年月日(水)に推進会議を開催し、「園芸産地復興計画」の年目の実績案を市町村及び JA

に報告し承認いただきました。

会津農林事務所では、キュウリ、トマト、アスパラガス、トルコギキョウ、サヤインゲン、宿根カスミソウに

ついて「園芸産地復興計画」を策定しましたが、平成年度から平成年度までの年間で①生産体制(人、

ものづくり)の強化、②安全・安心の確保と販売対策の強化、③新たな生産システムの導入推進を重点的に

推進してまいります。

JA あいづ水稲種子生産組合創立５０周年記念式典の開催
 平成年月日金、猪苗代町「猪苗代観

光ホテル」にて、種子生産組合員および関係者

併せて約名の出席のもと、JAあいづ水稲種子

生産組合の創立周年記念式典および祝賀会

が開催されました。JAあいづ水稲種子生産組合

は昭和年に猪苗代町のつの農協により設立

され、現在に至っています。

式典は、五十嵐功種子生産組合長の式辞に続

き、JAあいづ組合長の挨拶、会津農林事務所長

等の来賓挨拶が行われ、生産者代表が「今後も組合員全員で優良種子の生産に精進したい」と決意表明し

ました。式典終了後には、記念撮影や祝賀会が行われ、半世紀に渡る種子安定生産の功績を称えました。

福島県国際農友会会津支部海外派遣研修生壮行会が開催
 海外派遣研修に会津若松市の青年農業者玉樹奨平氏と就農予定

者の穴澤幸広氏の名が派遣されることが決定し、平成年月

日火、会津若松市「ホテルニューパレス」にて、国際農友会会津支部

主催の海外派遣研修生壮行会が開催されました。

 壮行会は、支部会員および来賓等併せて名が参加し、主催者の

国際農友会会津支部長大久保朋洋氏の挨拶の後、会津若松市農政部

長等から来賓祝辞や激励の言葉が贈られました。

研修生挨拶では「研修成果を今後の農業経営に活かしたい」と誓い

言葉がのべられました。壮行会終了後、激励パーティーが盛大に行わ

れ、支部会員が研修生を励ましました。

平成年度の一般社団法人福島県国際農友会の海外派遣研修は、平成年月日～日の日間、アメリカ

合衆国のカリフォルニア州とフロリダ州に研修生を派遣し、花卉、野菜、果樹及び有機栽培の経営状況や試験研究

機関、市場、直売場などの視察が行われました。

新規就農者向け制度資金について 
 新たに農業を始める方を対象に制度資金が用意されています。 

就農支援資金及び農業近代化資金の貸付を受けるには、就農計画を作成して県の認定を受ける必要があります

(認定就農者となる)。なお、平成年月に法律が改正され、今後は市町村長に認定を受ける「青年等就農計画

制度」に移行します（月より順次体制が整備されます）。   

就農計画の作成や制度資金の借入の詳細については、地域農業推進課までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

資金の種類 資金の使途 貸付限度額 貸付利率

  就農支援資金
 (就農施設等資金)

　農業経営を開始する際に必要な機械、施設、
　又は資材の購入等に要する資金

3,700万円 無利子

  農家経営安定資金
 (青年農業者育成資金)

　経営基盤の弱い青年農業者を地域農業を担う
　中核農業者へ育成するために必要な資金

500万円 年1.00％

  農業近代化資金
 (１号資金)

　畜舎、果樹棚、農機具その他農産物の生産、
　流通、加工に必要な施設取得等に要する資金

1,800万円 年1.00％



 

日本型直接支払制度の創設及び新たな米政策等の概要 
 

平成26年度から大きく変更される米政策等の概要をお知らせします。 

①  日本型直接支払制度(多面的機能支払)の創設 

  【現行制度】                      【新制度】                     

                                      【農地維持支払(創設)】 

多面的機能を支える共同活動を支援。 

     ○農地･水保全管理支払         【資源向上支払(組替)】 

                                      地域資源(農地、水路等)の質的向上を図る共同活動を支援。                   

農地・水保全管理支払を組替え。    

○中山間地域等直接支払         基本的枠組みを維持･継続。 

        ○環境保全型農業直接支援       基本的枠組みを維持･継続。 

② 経営所得安定対策 

 （１）畑作物直接支払交付金(ゲタ対策) 

年産              年産に引き続き全ての販売農家,集落営農を対象に実施。 

年産から          認定農業者、集落営農、認定就農者(規模要件を課さない）を対象に実施。  

※そばに関しては、年産は未検査品を、年産は規格外品を交付対象から外す。 

 （２）収入減少影響緩和対策(ナラシ対策) 

        年産            対象農業者等は現行通り。  

                年産に限り非加入者 に対する影響緩和対策を実施。 

    年産から          認定農業者、集落営農、認定就農者（規模要件を課さない）を対象に実施。 

 （３）水田活用の直接支払交付金 

年産から        飼料用米、米粉用米について数量払いを導入。    

そば、なたねについては、全国一律単価での交付から産地交付金からの交付に変更。 

③ 米政策  

    【現在の米政策】                    【今後の方向】 

行政による生産数量目標の配分       年後を目途に、行政による生産数量目標の廃止。 

【現行の生産調整の誘導措置】      

                    

   ○米の直接支払交付金(万円/a)   

                                            

      ○米の変動補てん交付金               年産米から廃止。 
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年産米から単価を円に固定した上で、年産まで

の時限措置として実施〔年産から廃止〕。 

対象作物 交換単価
麦、大豆、飼料作物 35,000円／10a

WCS用稲 80,000円／10a
加工用米 20,000円／10a

飼料用米、米粉用米
収量に応じ、

55,000円～105,000円／10a

作付パターン（例） 交付金額（10a当たり）
　主食用米　+　麦 （米の直接支払）　+　1.5万円
　　　麦　　+　大豆       3.5万円   　+　1.5万円
  飼料用米　+　麦    5.5～10.5万円　+　1.5万円
  米粉用米　+　飼料用米    5.5～10.5万円　+　1.5万円

戦略作物助成 

二毛作助成 

詳細に関しては、農林水産省のHP（http://www.maff.go.jp/）でご確認ください。 
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枝肉重量 ﾛｰｽ芯面積 バラの厚さ BMS.No

育種価 育種価 育種価 育種価

 高百合 77.465 16.275 1.221 2.833

喜多平茂 56.878 8.624 1.07 2.543

名号

平成年月日から「漬物製造施設の衛生確保

に関する要綱」が施行され、漬物を製造販売する場

合に保健所へ製造施設の届出が必要となりました。 

北海道で浅漬に起因した食中毒事件が発生したこ

とから、漬物の衛生管理の適正化を図るための措置

です。現在営業している方の猶予期間は、平成年

月日までとなりますので遅れずに届出しましょ

う。農産物の加工販売は、付加価値を高め所得の向

上を図る重要な手段です。原料となる野菜等も衛生

的に生産するとともに、加工にあたっては事故のない

よう衛生管理を徹底しましょう。また、製品を出荷す

る際は適正な表示を行いましょう。

平成年月日、会津若松市八田野集落に「八田

野製粉加工所」が落成しました。集落では、集落協定

に基づき中山間地域等直接支払制度に積極的に取り組

んでおり、交付金を活用して加工所を設置（平成年に

交付金を活用し開所した「八田野みそ工房」に隣接）し

ました。施設には、旋回流式製粉機や金属検出器を備

え、米や大豆の製粉が可能です。集落では、水田を活

用した営農継続のためには付加価値の高い農業生産へ

のチャレンジが必要と認識しており、製粉技術の向上や

製麺・菓子製造などの加工利用も検討しています。また、

集落外から製粉の委託も受付けています。

 

昨年末、県内で農薬の残留基準値の超過事例が 

件発生しました。 件は浜通りのシュンギクで、超過し

た要因は周辺農地からの飛散（ドリフト）と考えられま

した。残り件は中通りのニラで、それぞれ登録のな

い農薬の誤使用と、希釈水量の誤りが原因でした。ま

た、散布履歴への記載もなかったことから、事態がよ

り深刻化しました。 

以上の事例を踏まえ、①有効期限の過ぎた農薬は使

用しない、②飛散(ドリフト)防止対策、③散布履歴の正

確な記録の点について、再度徹底をお願いします。 

平成年度以降、登録内容が変更された複数の農薬

に、「収穫開始○○日前まで」との標記が登場しました。 

「収穫開始○○日前まで」の記載で登録されている

農薬は、収穫開始後には一切使用出来ませんので、 

注意してください。 

平成年月現在、この標記で 

登録されている薬剤は剤確認され 

ており、対象作物は野菜等品目で 

す。詳細については、経営支援課ま 

でお問い合わせください。 

 

 県では、「環境と共生する農業」による福島県産農産物と東日本大震

災からの復興・再生を PRするために、新たに県独自の「有機農産物」、

「特別栽培農産物」、「エコ農産物（エコファーマー）」の販売促進

や PR資材等に貼るマーク（以下、PRマーク）を作成しました。 

 有機栽培及び特別栽培に取り組まれている方や、エコファーマーとし

て「持続性の高い農業生産方式」に取り組まれている方は、これら PR 

マークを積極的にご活用ください。 

 なお、これら PRマークについては、経営支援課または県庁環境保全

農業課（電話：０ ２ ４ －５ ２ １ －７ ３ ４ ２ ）までお問い合わせくださ

い。 

以下の表は  頭の育種価（親から子へ伝えられる能力値）を示したものです。「高百合」「喜多平茂」ともBMS.No

の値が高く、脂肪交雑の改善能力が高いことが伺えます。 

 また、「高百合」については、枝肉重量等の他の項目においても高い改善能力が認められ、現場後代検定平均値

で BMS.No、枝肉重量kg と質・量ともに高い成績となりました。今後、「高百合」産子の市場上場が待たれ

るところです。一方、「喜多平茂」については、その産子の市場成績も判明してきており、判明した頭の平均値が 

枝肉重量kg、BMS.Noと良好な成績を残してい

ます。以上の頭は、相性の良い安糸福や安福久な

どの但馬系の種雄牛を父に持つ繁殖雌牛への交配が

バランスの良い枝肉になることが多い傾向にあり、こ

の点を留意して活用してください。 

 


